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ちょっと一言／やっさ祭り／他

最近、財政の危機的状況がテレビ・
新聞で報じられている。国と地方自治
体の財政赤字を合計すると600兆円を超
えるという深刻な局面に至っており、
行政の効率化は待ったなしだ、という
報道である。600兆円の借金というと
「ピン」とこないが、日本の国民、子ど
もから大人まで全員に換算すると、一
人当たり約500万円、一般的な４人家族
だと、一世帯あたり2000万円の借金と
なる。これほどの借金をどの様に返済
すればよいか、また、このままだとど
ういう社会になるのか想像を絶する。
▼では、どうすれば行政のコスト削
減・効率化が図れるのだろう。「自助・
互助・公助」と言う言葉がある。「自助」
とは、自ら出来ることは他人に頼まず
自分で行うこと。「互助」とは、一人ひ
とりでは困難でも近隣社会で助け合っ
て解決できることはその中で行うこと。
「公助」とはそれでも解決できない時の
み行政など公的機関が助成すること。
この言葉が先の問いの答えを出すため
の行動原理となり「自立した健全な地
域」の基になるのではないだろうか。
▼何もかも行政まかせ、行政責任とし
ていては、いくらお金があっても足り
ない。住民自らが行動し、その責任を
全うする姿勢がないまちは「自己破産」
を待つしかないであろう。

本紙『やっさもっさ』は、１月から11月まで毎月１回発行し、新聞折り込みを中心に配布しております。
何卒ご愛読ください。 ※やっさもっさは資源保護のため再生紙を利用しています。
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惠木町長におかれましては、
常日頃より本郷町の町政に

ご尽力され、大変なご苦労があるとは思いま
すが、現在の本郷町、そしてこれからの本郷
町をどのように見据えておられるのですか。

現在、本郷町は「空港とイ
ンター・史跡のまち本郷」

をキャッチフレーズに、町政に取り組んでお
ります。
現在、広島空港滑走路3000ｍ化に向けて

着々と準備を進めておりますが、広島県内で
唯一国際空港がある町としてその特性を充分
に発揮し、今後「心のかよった国際交流のま
ち」にしたいと考えております。
それに加えて、昨年秋、本郷町に温泉が出

ました。今後これを利用する施設についても、
現在関係諸機関と協議・検討中ですので、名
所・旧跡ともタイアップして「期待が持てるま
ち＝本郷町」と言えるのではないでしょうか。

そうですね。広島県北部か
ら空港に繋がるフルーツロ

ードの工事も着々と進められておりますし、
広島空港が広島県全体の空の拠点となること
を我々も期待しております。

フルーツロード・フライトロ
ードと併せて、早期実現して

いただきたいのが、「瀬戸田町高根島から三
原市にまたがる橋」の実現なのです。おっし
ゃられるように、広島空港が広島県全体、そ
して四国方面からも利用できるような、中四
国の玄関口にならなければならないと考えて
おります。

私たち三原JCは、その橋を
「三原・瀬戸田架橋」と呼ん

でおりますが、広島空港の拠点性を高め、地
域間の交流と沿岸地域の開発を促進するもの
と考えております。地域活性化に向けて私た
ち（社）三原青年会議所もこの架橋の早期実
現に向け、積極的に活動してまいります。

現在、国や県も積極的に地方
分権に取り組んでおります

が、本郷町としての取り組みはいかがですか。
地域主権時代のまちづくり
の主役は、市町村だと思い

ます。各まち独自が、どれだけ「キラリ」と

}地域主権対談

地方分権整備法の成立に伴い、国、県では地域再編に向けて具体的な動きを始め、私
たちの住む地域も否応なくこの波に飲み込まれようとしています。（社）三原青年会議所
では、この地域再編を住民主導で行わなければならないと考え、昨年、合併都市モデル
として「小早川市」を提唱いたしました。
そこで今回、（社）三原青年会議所内海勝議理事長は、私たちの住む三原市と生活圏を

同じくする隣のまち「本郷町」惠木慧町長をお招きし、今後の広域行政、広域まちづく
り等に関し、対談させていただきました。

期待します！
三原・瀬戸田架橋

理 事 長

理 事 長

理 事 長

惠木町長

惠木町長

本郷町長三原JC
理事長

元気です！
本郷町

進む！
地方分権

理 事 長

惠木町長

内 海 勝 議
惠 木 慧

この連載では私たちの
まちの地域再編につい
て、市民の皆さんと共
に考えてゆきたいと思
います。ご意見をお待
ちしております。
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光ることができるか、それが問題だろ
うと思うのですね。「物の豊かさから心
の豊かさへ」と言われて久しいですが、
その心の豊かさは、身近なところで追
求されるべきものではないでしょう
か。この点、地域社会の役割は今後ます
ます増大しているように思うのです。
「地方分権」を円滑に進めてゆくた

めには、自治体の行政能力の向上が不
可欠になります。都市計画、保健・福
祉など、高度な専門能力を有したスタ
ッフが必要でしょうし、数の上でも職
員数は1000人以上必要でしょう。そ
して、そうでなければ、今後直面する
行政課題に的確に応えられないと思い
ます。そういった意味で、これからは
より広域的にまちづくりを考えていか
ないといけないと思うわけです。

私たち（社）三原青年
会議所では、現在の

「広域まちづくり」に向けて大きなス
テップとなるのが、市町村合併ではな
いかと考えております。昨年９月号の
「やっさもっさ」で、本郷町・瀬戸田
町・久井町・竹原市・三原市の２市３
町で地域再編する『小早川市』をシミ
ュレーションし、市内外を問わず、経
済界や各種団体、行政、また住民の
方々から様々な反響をいただきまし
た。そこで本郷町長としてのお考えを
お聞きしたいと思いますが。

現在の社会状勢の流
れからして、問題提

起としては非常に良かったと思います
よ。ただ、これからどうやってゆくか
が問題になってくると思います。本郷
町では、町民の間から、まだ合併につ
いては声が挙がっていません。受け身
的ですね。ただ、市町村合併について
は、国がこれだけ積極的に本腰をいれ
ていますから、そのことを無視するこ
とはできないと思いますし、県が今秋

に発表する地域再編計画についても、
そのメリット、デメリットについて研
究する必要があると思うのです。そう
なれば、必然的に、三原市としてもそ
うでしょうけど、本郷町としても、自
前だけでは生きていけないと思います
し、今のままでは、今後成り立ってゆ
けないように思います。私としては、
本郷町商工会などに投げかけはしてお
りますが、本郷町がよくなるのであれ
ば私自身、今の立場に恋々とするつも
りもありませんし、何にでも積極的に
取り組んでまいります。

市町村合併は、地域
の多様な主体がどれ

だけ成熟した議論を共有できるかにか
かっていると考えます。
地域住民が合併問題を考えることの

意味は、実質的にはあまり機能したと
はいえない住民自治、住民参加を、合
併という明快な論点を手がかりに推進
する運動であるととらえることはでき
ないでしょうか。そうした時に、われ
われは初めて地方自治というものを実
感することができるのではないでしょ
うか。
今後、（社）三原青年会議所は、「広域

まちづくり」をめざして、近隣の市町
村と議論しながら、地域住民の方々に
も意見を求めていきたいと思います。
本日は、どうもありがとうございま

した。
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一緒に考えよう！
市町村合併
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■これからも公募に期待大
これからの地域主権社会に向けて、市民の

意見を直接反映できる「審議会委員の一般公
募」は必ず必要ですが、その機能を十分に果た
すためには、行政の積極的な受け皿づくりと、
市民の積極的な参加意識のどちらもがなけれ
ばなりません。今回の場合、行政側では市民
認知の低さや、「２名では少なく参加しづら
い」をはじめとする受け皿の不備が、市民側
では応募人数７名に表される参加意欲不足が
いずれも課題として浮き彫りになりました。
しかしながら、「審議会委員の一般公募」

に踏みきった三原市行政の姿勢は大きく評価
できますし、市民側でもその必要性に対する
意識の面では非常に高いものがあるといえる
でしょう。したがって、今後、受け皿の整備
が徐々になされ、公募に対する認知が市民の
中に浸透していくにつれ、その機能を果たし
てゆくであろうと感じられました。「協働の
まちづくり」を目指して、これからも「審議
会委員の一般公募」が様々な行政施策に対し
積極的に繰り返されていく事に期待します。

■アンケート結果から
「第４次長期総合計画」そのものはもちろん、その

「策定審議会委員の一般公募」についても約１割しか知
らないという残念な結果となってしまいました。しかし
ながら、一般公募については約８割が必要と答えており、
「公募の人数」や「課題の内容」によっては、自分も参
加したいと答える参加積極派も多数おられました。

Q110年に一度三原市が長期総合計画というも
のを策定していることを知っていますか？

Q2三原市長期総合計画が本年度策定されるこ
とを知っていますか？

Q3長期総合計画の策定審議会委員を一般募集
したことを知っていますか？

Q4一般公募で市民の行政参加をおこなうこと
をどう思いますか？

Q5なぜ市民の行政参加が必要だと思います
か？　（代表回答）

・市民の意見が少しづつでも反映されてゆくと
思うので

・多種多様な意見がある方が良い
・これからの時代には必要だから

Q6そのほか、行政への市民参加について何か
ご意見がありますか？（代表回答）

・機会があれば参加してみたい
・今回は初めてということで申し込みづらかっ
たが定着すれば参加してみたい

・２名という少人数では申し込みにくい
・課題によって部会を作り、100名以上でも集
めてケンケンガクガクやってみては

・若者の参加が必要なのでは
・気軽に参加できるような行政にしてほしい

知らない　95名（89.6%） 

知っている　11名（10.4%） わからない　16名（15.1%） 
必要ない　 
1名（0.9%） 

必要だと思う　89名（84%） 

知らない　97名（91.5%） 

知っている　9名（8.5%） 

知らない　99名（93.4%） 

知っている　７名（6.6%） 

■街頭アンケート結果■

※１　長期総合計画
10年毎に各市町村が基本施策・

基本構想を策定し、長期総合計画に
基づき基本計画を立て、事業を遂行
してゆくもの。
本年度三原市は「三原市基本構想
策定審議会」の審議を経て三原市第
４次長期総合計画を策定し、次年度
より各事業を遂行してゆく。

※２　三原市基本構想策定審議会
座長の若井具宜

とも ぎ

氏（県立大教授）
をはじめ、27名の策定委員で組織
されている。委員は三原市により選
任された市内各種団体役員、関係団
体役員、市議会議員、関係行政機関、
及び一般公募市民。

※３　三原市基本構想策定審議会
委員の一般公募

昨年、「広報みはら」８月号にて
委員２名を募集。三原市初の「審議
会委員の一般公募」として新聞紙上
でも取り上げられた。

第１回リサイクルで未来クル懇談会開催される
2000年度第１回リサイクルで未来クル懇談会が開催されました。懇

談会の中で、三原市環境部 清石隆治部長より、昨年10月より始まった
資源ゴミの回収について説明がありました。
三原市では現在、ビンや缶についてはリサイクルされていますが、ペ

ットボトル・プラスチック製容器包装等については、残念ながらリサイ
クルされず処分されています。今後の見通しについては、ペットボトル
の圧縮機を購入、ストックヤードの建設をし、今年の４月より完全施行
される容器包装リサイクル法にあわせ、リサイクルのルートに乗せたい
ということでした。
当懇談会では、現在行われている資源ゴミの分別収集について、分別

方法に問題はないか、ゴミの減量に繋がっているか等を話し合い、より
効果的な分別収集を検討し市民の皆さんと共に、持続可能なリサイクル
型社会の構築に向けたまちづくりを考えてゆきます。

三原市女性会連合会、地球にやさしい三原推進協議会、国際ソロプチミスト三原、
三原パイロットクラブ、三原ベンチャークラブ、ブレニューネット21、
環境ネットワーク三原、三原ライオンズクラブ、三原市環境部、(社)三原青年会議所

〇ジャスコ三原店
〇三原スーパーパルディ駅前店
〇三原スーパーパルディ皆実店
〇三原スーパーパルディ明神店
〇フレスタ三原店
〇ベルファニー三原江南店
〇フジグラン三原店
〇ダイヤマート中之町店
〇ニチエー江南店
〇ニチエー沼田東店
〇ニチエー宮浦店
〇ニチエー宮浦西店
〇ユアーズ三原店

《回収ボックス設置店舗》

《リサイクルで未来クル懇談会参加団体》

開こう!!
「グリコンガイドｉｎみはら」
ホームページ
地球環境を考え環境にやさしい商

品を選ぶ人を、グリーンコンシュー
マーといいます。ペットボトルを回
収するだけでは、リサイクルになり
ません。再生商品を優先的に購入す
る。また、ゴミの減量のため、詰め
替え商品を選ぶ、過剰包装を断る。
など、グリーンコンシューマーにな
るための具体的な行動や、リサイク
ル商品の紹介をしたホームページを
開設しています。是非アクセスして
みてください。

ペットボトル只今回収中
今年も(有)すずかさんの協力

を得て、下記の回収ボックス
設置店舗にて、ペットボトル
の自主回収を行っています。
回収されたペットボトルは、
カーペット等にリサイクルさ
れます。引き続き皆さんのご
協力お願いいたします。

アドレス
http://www.tako.ne.jp/̃mjc/eco/

ご存じでしたか?
「第4次長期総合計画」策定審議会委員に一般公募があった事を

この連載では、市民の皆さんと共に、
市民参加のまちづくり（＝協働のまちづ
くり）について１年間考えてゆきたいと
思います。皆さんのご意見をお待ちして
います。

共に考えよう
三原市民!!

本年度三原市は、これから10年間の基本方針とな
る「第４次長期総合計画 ※１」という重要な計画策定
の年となっています。その策定審議会委員 ※２として、
三原市としては初の試みである、２名の一般公募 ※３

が行われました。
昨年、当紙11月号で触れたように、「行政施策への

一般市民の公募による参加」は（社）三原青年会議所の
目指す「協働のまちづくり」において重要な施策の一
つです。
そこで、その施策に対し、市民が何を考え、どう感
じているのかを知るために、去る１月29日（土）フジ
グラン三原等において街頭アンケートを行いました。
アンケートには20代・30代・40代・50代・60歳以上の

男・女約10名ずつ、計106名にご協力いただきました。


